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概要 

 β－ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅを文献検索するとＴｒｉｇｏｎａｌで 

 格子定数が 

  １９ｘ１９ｘ６．５ｘ９０ｘ９０ｘ１２   ＜－ｌａｒｇｅ 

  １１．０１ｘ１１．０１ｘ６．５ｘ９０ｘ９０ｘ１２０ ＜－ｓｍｏｌｌ 

  がＨｉｔする。 

  これはａ－ｓ＝１１．０１ ａ－ｌ＝１９．０とした場合、以下の関係を示す。 

    

  （ａ－ｌ）＝２（ａ－ｓ）ｓｉｎ６０ 

  この関係を極点図で確認すると 

  ｌ（３００）＝ｓ（１１０） 

  ｌ（３０１）＝ｓ（１１１） 

     が成り立つ 

  指数からＴｒｉｇｏｎａｌの六方晶ブラベ格子と考えられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１００）［０１１］から（３００）、（３０１）を作成し、 

（３００）－＞（１１０）、（３０１）－＞（１１１）として ODF解析後の極点図比較 

 

Ｔｒｉｇｏｎａｌ 

 ｃ／ａ＝０．３４２ (100)[011]方位曲点図生成 

 

（３００）－＞（１１０），（３０１）－＞（１１１）読み込む 

 

ODF解析（ｃ／ａ＝０．５９） 

 

 同一極点図が描画される。 

 



ＯＤＦ図比較(LaboTex) 

 

 

 ｛１００｝＜０１１＞    ｛１１０｝＜１－１１＞ 

 

この関係は（極点図は同一であるが、ＯＤＦ図のφ２軸が３０度シフト） 

Ｈｅｘａｇｏｎａｌのａ軸の設定の仕方と同一である。 

  

 

 

現状は｛３００｝のみの測定で｛３００｝の配向関数を計算する 

 測定は（３００）の透過極点図と反射極点図を測定し完全極点図を生成する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(110)[1-11]を StereoGPで描画 



 

Ｌ（３００）とＳ（１１０）比較  

  

 

  

 

 

 



（３００）の配向関数（Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエアで計算） 

 

 

 

 

 

 

 

 



追加 

  

  

  

 

 

 文献２θより若干低めの値 

 ２θ＝１４付近にβ－ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅのピークが存在している。 

 

 

 



２θ＝１４度のピークは（２１０）の可能性があり、指数付けを行う 

  

 

 しかし１１．０１ｘ１１．０１ｘ６．５ｘ９０ｘ９０ｘ１２０では１４度付近には存在しない。 

  

  

 しかし、α－ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅの（１１０）と重なってします。 

  

 


